
当委員会の構成議員

調布市議会第１回定例会報告会

当委員会が市政で担当している主な分野

市政運営の基本方針や行政計画

歳入全般・税金に関すること

総務委員会 当委員会の審査予算額
歳入全般77,110百万円
歳出 約13,219百万円
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本日の報告事項

①新基本計画について

②歳入全般と市税収入について

③所管部内の歳出全般と安全・安心、

防災対策について

防災・防犯に関すること、etc. ◎ 田中 久和

○ 福田 貴史

林 明裕

漁 郡司

小林 市之

雨宮 幸男

伊藤 学（議長）

◎ 委員長

○ 副委員長

総務委員会
＜ 報告事項 ＞

①新基本計画について
②歳入全般と市税収入について
③所管部内の歳出全般と安全・安心
防災対策について

当委員会での予算額
歳入全般 771億10百万円余
所管歳出額 132億19百万円余

報告の概要
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①新基本計画全般と重点プロジェクトの中身について説明し

ます

②歳入全般とその財源構成、市税の推移と徴収状況につい

て説明します

③所管部内の歳出全般と、特に防災と市民の安全・安心に

関する施策に対する取り組みについて説明します

☑平成23年度決算振返・平

成24年度執行状況の勘案

☑事務事業評価結果の時点

修正による検証・見直し

☑監査委員指摘事項の改善

地方公共団体の歳入歳出予算は、一定

期間（年度・4月～翌年3月）における収入

と支出の見積りをいいます。

＝ 予算として議決すべき事項＝

＜ 予算 ＞とは？ ☑既存事業の優先度内容を

厳しく精査

☑新規・拡充事業の事前評

価結果を踏まえた厳選

☑大震災を踏まえた市民の安
全・安心の確保と市民生活支
援
☑新たな補助金等の財源確保

☑複数年次での基金の利活用

●歳入歳出予算（収入支出の見積り）

●債務負担行為（後年度の財政負担

額等）

●地方債（借入額の限度額等）

●一時借入金（一時運用できる額）

に関し、“総括”したものです。
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予算成立とは？

市長は年度開始（年度・4月～翌

年3月）の20日前までに当初予算

を編成して、議会に提出します。議

会で審議し、議決を経ることにより、

予算は成立します。

予算審査の流れ
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市長から予算案が提示されてから議
会での審議、採決を経て成立します
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本会議採決の模様

市議会の構成
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（委員数は各々１１人）

（13人）

議員は必ず常任委員会に属します

４常任委員会
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総務委員会が審議する（所管）事項

• 行政経営部の所管に関する事項

• 総務部の所管に関する事項

• 市民部の所管に関する事項
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• 会計管理者の所管に関する事項

• 監査委員の所管に関する事項

• 選挙管理委員会の所管に関する事項

• 他の委員会に属さない事項（議会費など）



①新基本計画について

昨年６月に市議会の議決を経て策定した、調布市基本構想に

掲げたまちの将来像「みんなが笑顔でつながる・ぬくもりと輝き

のまち調布」の実現に向けて、平成２５年度を初年度とする基

本計画を策定しました 計画期間のタイムテーブルは下図
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本計画を策定しました。計画期間のタイムテ ブルは下図。

新基本計画の特色

① まちの将来像の実現に向けた重点プロジェクトを明

確にした基本計画

・計画的に取り組むべき事業を、選択と集中の観

点から重点プロジェクトとして位置付け。

② まちづくり指標により施策の到達目標を分かりやす
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② まちづくり指標により施策の到達目標を分かりやす

くした基本計画

・目標値を設定し、施策の到達目標や成果を分かり

やすくする。

③ 参加と協働をより一層高める基本計画

・共に考え、力を合わせてまちづくりを推進する。

基本構想

●調布市基本構想では、8つの基本目標、31の施策

を位置付けています。その調布市基本構想のまちの

８つの基本目標と
４つの重点プロジェクト
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将来像「みんなが笑顔でつながる・ぬくもりと輝きのま

ち調布」を実現するため、4つの重点プロジェクトの視

点と市政経営における２つの基本的な考え方により、

総合的かつ計画的に推進していくこととしました。

① 強いまち

これまでの防災対策の取組に加え，東日本大震

災での対応や教訓を踏まえた災害に強いまち

② 安心して住み続けられるまち

福祉や子育て，教育などの面で，だれもが安心し

て住み続けられるまち

重点重点プロジェクトと基本構想及びプロジェクトと基本構想及び
分野別計画（基本計画）との関係分野別計画（基本計画）との関係

③ 利便性が高く快適で豊かなまち

都市構造の変貌を機に，利便性と快適性を兼ね

備えたにぎわいと交流のある豊かなまち

④ うるおいのあるまち

地域資源を生かした環境面等でうるおいを醸し出

すまち
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②歳入全般と財源構成・市税の推移

歳入の主な内容は？

主な歳入科目

市税 ；個人・法人市民
税 固定資産税 都市計税、固定資産税、都市計
画税など

国・都支出金 ；各種
負担金や補助金など

使用料・手数料 ；公
共施設の使用料など

市債 ；市の借金

30,000

35,000

40,000

45,000

百万円 当初予算における市税収入の推移

歳入の根幹である市税収入推移は？

●平成20年度を

ピークに23年度以

降、前期基本計画

市議会報告会 12

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

市税（その他分）

市税（資産課税分）

市税（所得課税分）

期間（平成30年度）

中はほぼ横ばいの

税収を見込んでい

ます。



＜ 市税の徴収状況 ＞

◎調布市市税収納率の推移（抜粋）
単位：％

年 度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

現年徴収率 98.7 98.7 98.8 98.9 99.0 98.5 98.4 98.3 98.5 98.5
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徴収率向上のスリーアップ作戦

などに取り組んでいます。

市税収入確保に向けた取り組み
＜市税徴収３UP作戦＞

①口座振替受付サービスの実施

②コンビニ収納の推進
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②コンビニ収納の推進

③遠隔地滞納者実地調査の実施

④電話催告システムの活用・推進

⑤口座振替促進感謝制度（２５年度新規事業）

総務委員会の歳出分野（単位 千円）

行政経営部
4,716,483千円

総 務 部

③歳出全般と防災の取り組みについて
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合 計
13,219百万円

総 務 部
7,590,727千円

市 民 部
406,209千円

議会事務局
506,009千円

防災と市民の安全・安心に関する
取り組みの主な事業

①消防団の対応能力の維持
向上 3,829

②災害対策用備蓄品の充実

④地下水ろ過システムの新設
318(5ヶ月分）

⑤安全・安心パトロール実施

メニュー下の金額は予算計上額（単位 万円）
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②災害対策用備蓄品の充実
2,752

③地域防災計画の見直し
608

4,326

⑥防災貯水槽の新設 2,659

⑦私の防災手帳作成 53


